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この調査は，青森地方気象台の地震観測資料を用い

て，青森県付近の地震活動域と地下構造を調査したもの

で，先年本庁地震課から提示された“地震予知の予備調

査"として行ったものである.

したがって，調査方法は，測候時報第26巻第9号別刷

(昭和34年 9月)に準じている.この種の調査は地

点のみの資料で結論をだすべきものではなく，全国的な

規模で推考されるものなので，青森としても，考察にあ

たっては早急な結論はさけて，問題点あるいは特異事象

を列挙するだけにとどめた.

青森地方気象台の地震観測は1904年(明治37年)に大

森式地震計が設置されて開始された. その後， 1912年

(明治45年)に今村式に改められ，さらに1939年(昭和

14年)にはワィーへノレト地震計に改められたしかし，

青森市周辺の地質は地下 300mくらいまで火山灰や砂磯

等の堆積物で，軟弱な地盤となっており，地震記象は雑

微動によりしばしば阻害される結果となっている.加え

て， ウィーヘノレト地震計は設置以来，機能上の改善がな

く，験測にあたっては不満足な点が多く，また，地震資

料の数でも十分な収集ができなかったのは残念であっ

た.

使用した地震記象は，各調査内容によって多少異なる

が， 1951年(昭和26年)-1962年(昭和37年)の 12年間

で，それ以前の記象は使用不可能であった.震源・発震

時などは地震月報・同別冊(昭和33年 6月)および気象

要覧，震源放送等を適宜使用したまた，震源、の深さが

100km以上の地震については資料不足でその解析が困

難なので，本調査では除外した.

調査期間中のヴ、ィーへノレト地震計の大体の常数値は第
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1表のとおりである.

i 第 1表 ウィーヘノレト地震計常数表

~I重錘ωの質量1 f~$叶|周同期 l 摩(m擦m値~I 市IJ振度

南北 l200) 80 1 5. 0 1- O. 2 1 

東西| 200 1 80 1 5.0 I O. 2 I 
80 170 l' 5. 0 1 O. 2 I 

E 地震記象型からみた地震活動域について

~ 1. まえがき

8 

8 

8 

この調査は，一般にA調査と呼ばれているもので，地

震記象の型が地域ごとにある独特の型をもって現われる

かどうか，またそのような特徴があるとすれば，どんな

分類になるかを調査するものである.

資料は 1951年一1962年の間で，本調査に用いられる

程度に大きいもの (3成分とも最大振幅が 10mm-50

r'nm)で， 震源の判然としているものを厳選して， 217 

個の地震を使用した.

~ 2. 分類

地震の記象は，その地震の発現地域，発震機構，伝播

経路，地震計の機能，その他が微妙に作用して複雄な型

をとーるものと思われるが，その多様性は驚くほどで，な

、かには一つの地震の 3成分が，それぞれ異なっていると

いった場合も少なくなかったが，次に示すようにAから

Hまでの 8種類にわけることができる.

その範例を第2表と第 1図で示し，分類を一覧表にま

とめてみると第3表のようになる.

~ 3. まとめ

地震記象を上述の分類法にまって，第 2図・第 3図の

分布図にまとめることができる.この記象型の分類と分

布図から，次のような特異な地震活動域や地震記象の特

徴を指摘することができる.
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29巻 4号

北の地震群にはA ・ B ・ C ・ D ・ Hが含まれ，南のも

のにはE・F・Gが入っている

北の地震群の記象上の特徴は，P-S間の振幅が大体

同じで，しかもやや小さいこと，8'相出現以後の振幅に

寺院11寺

(1) 宮古付近から，ほぼ東北東にのびる境界線があ

り，これによって南北に大別される二つの系の記象型が

あり，記象型から区分できる 2大活動域ということがで

きる.

震験156 

震度

1 -

宇O

14.0 
13.9 

O 

1 

16.2 
15.0 

O 

O 

24.5 
33.3 

O 

O 

63.5 
76.0 

2 

1 

17.3 
20.5 
26.0 
26.8 

O 

O 

68.0 
70.6 

名

ト :;:;[:;:::lzlLI北;
(;;fl:;;:;1;:12ム;
|;::;[:;;;;|;;i 

l;;::l:;;:;[1;:l 

i::;l:;;:i|勺|
|;;::|:;;::|;;l 

l;;zl:21lz| 

|;;3l::411;:| 

各記象別の 調 査 地 震 表

型 山
U

'+hk，
 

央t震

第 2表

f¥ 
ノJ

29 
42 

時

時

18 
20 

現

日

10、 28
03 17 

月

発

年

1955 
1956 

1958 
1961 

33 
34 

05 
17 

08 
11 

1953 .05 
1959・ 01

A 

浦河沖

エ リ モ 沖

11 

55 
11 

11 

26 
10 

04 
03 

1954 
1957 

B 

千島南部

エトロフ沖

34 
46 

22 

15 
。o
q

L

A
U
e
n
u
 

1957 
1961 

C 

岩手県沖

岩手県沖

50 
13 

00 
19 
07 
00 

26 
16 

04 
07 

1959 
1962 

D 

E 

沖

沖

金華山沖

金華山沖

陸

陸

一一一
一一一

51 
23 
50 
20 

01 
02 
20 
01 

05 
05 
10 
28 

06 
06 
04 
08 

1955 
1955 F 

エトロフ沖

エトロフ沖

42 
14 

07 16 
20' 01 

11 

04 

G 

H 

一蜘聞い，¥'!N一一一判ト}ー

一，
一ー一一ー-.--411同岨圃幽岨嗣幽蜘品~仲畑酬t耐仇岬昨叫.--・ー守司r一一一

一/

-.' 、

神 ヤ

嶋蜘蜘州

第1図 B型 1959年(昭_34) 1月11日17時34分こ

ろの男鹿半島付近の地震震度 1，震源:

40. 1 0 N: 139. 80 E ，深さ Okm

-48ー

1955年(昭.30)10月28日18日寺 29分こ

ろの青森県東方沖の地震震度 1，
震源:41. OON， 141. 80 

E，深さ:.70-
80km 

第 1図 A型
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第 1図 C型 1954年(昭. 29) 4月26日11時11分こ

ろの浦河沖の地震震度 0，震源:42.00 

N. 142.7"E;深さ:60km 

一州叫~酬州ト附

第 1図 D型 1961年(昭. 36) 2月15日19時46分こ

ろのエトロフ沖の地震震度 0，震源:

43.30 N. 14-7.90 E，深さ:60km 
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第 1図 E型 1959年(昭. 34) 4月26日7時50分こ

ろの岩手県沖の地震震度 TI，震源:

]57 
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第 1図 F型 1955年(昭.30)6月5日2時23分こ

ろの三陸沖の地震震度:0，震源:40.1。
I N. 143.00 E，深さ:40km 
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第 1図 G型 1962年(昭. 37) 8月28日1時20分こ

ろの金華山沖の地震震度:0，震源:38.20

N. 142. 80 -E ;深さ40km
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第 1図 H型 1叩96臼1年(昭. 36句) 4月2却O日1R時寺14分こ

ろのエドロフ沖の地震震度:0，震源:

43.30N.148.40 E，深さ:80km 
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G 型

H 型

類 型

. 

!投震 H寺報 29巻 4号

第 3表記象型分類表

震央地名 [P~5 (sec) [深さ仕m)[ 記象型の特徴

下北半島附近 P， 5共明瞭で簡明な型.

八戸附近.青森県東方沖
5 -30 0-100 

S相の振幅は，PからSに至る

浦河沖.尻屋付I 振幅に比して，極めて大.

津軽海峡 振幅の減衰は早い.

青森県東方沖.三陸沖 P，5共明瞭で簡明な型.

襟裳沖.北海道南部 10-35 0-80 
S中日のt辰幅は Pから Sに比し

て比較的大.
j雨戸n*.広尾許11 振幅の減衰は早い

青森県東方沖 P，5共比較的明瞭.

三陸沖.襟裳沖 20-55 0-60 
S相以後の振幅の減衰は

やや遅い.
浦河件広尾沖 、

浦河南東沖 P はやや不明瞭.5は明瞭.

釧路沖.根室沖
45-70 20-60 

S相発現後， 15-、30秒をへて

千島附近 段階的に振幅が増す特徴あり

オホーツク海南部

三陸沖.岩手県北部 P， 5共明瞭.Pから Sに至る

宮古持1.'岩手県沖 15-40 5 -60 
迄の振幅が比較的大きいのが

特徴で，振幅の減衰は早い.
八戸附近.秋田県北部

-

三陸沖.岩手県沖
P，5共やや不明瞭.P発現

20-40 10-60 
後除々に振幅が増す。

金華山沖 振幅の減衰は遅い。

三陸沖・宮城県沖
P，5共不明瞭.

福島県神 30-70 0-60 紡錘型.

振幅の減衰は遅い.

千島附近
Pは不明瞭だが Sは明瞭.

Pから Sに至る聞の振幅が小
北海道東方沖 65-100 80-120 

さく長いのが特徴.減衰は S

以後早い。

は継続時間 10-20秒の単位で山があるがj その最大振、 南の地震群の特徴は，P-5問の振幅がやや大きく， ， 

l幅を含む単位が，伝達距離が遠くなるにつれて後方に かっ，その最大部分が，伝達距離が長くなるにつれて後

移って行くことなどである. 方になり， 5波発現H寺刻に接近することなどである.ま

すなわち， 8相発現直後の単位に，最大動のあるA型 た， 5相発現以後の振:1屈については，北の地震群のよう

とB型， それからすこし遠くなると S相発現直後の単 な特徴はあまり明らかT、ないため，P波の最大振幅部分

位とるの次の単位の振幅が大体同じになっで C型とな が S波の出現時刻に近づき， 紡錘型を形成してくるこ

り，さらに伝達距離が遠くなると，第2の単位の振幅が とになる。したがって，、この観点からすれば， FとGの

大きくなるD型となるわけである. 聞に区分すべき必然性は少なくなってくる.
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第 2 図 地震記象型分布図

J 

第 3 図 地震記象区分図

(2) H型はD型の深発したものである.平面的な分布

では， D型と H型は混在しているが， H型は深さ100km

前後の比較的深い層のもので，千島方面に遠ざかるにつ

れて特徴的な記象になってくる.記象型から区分できる

地震活動域としてH型は判然とした l群をつくっている

といえよう.

(3) 活動域とは関係がないが，S波の発現時にその特

徴ある最大動をもっA型は，その分布地域も，ごく近傍

の地震が多い反面 200km .......300Jmのところの深い地

震も含まれていて，その他の型との関連は，はっきりわ

からない.

B型の深い地震や浅くてもごく小さい地震に， A型の

記象に類似したものが多いことから，浅くても震央距離'

の近いものとか，遠くても深い地震は，容易にA型の記

象になり得る.また，深さ 100kmより浅い地震で， A

型の記象になり得るものにはあまり規模の大きいものは

ないようだ，といえるようであるが，特徴的な最大動の

説明は判然としない.今後の調査課題であろう.

E 初動からみた地震活動域

~ 1. まえが;き

この調査は，一般にB調査といわれるもので，青森の

初動方向から地震活動域の単位を調査するもので，資料

は1947年から 1962年の聞の 185例を用いた.

この数は決して十分なものではないが， 1947年以前の

/40i: 
44:'十

42 

。 • 
十 40

十38

142~ 144~ r46~ 

第 4 図 押し(・)，引き (0)分布図
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160 験震時報 29巻 4号

ものは資料として不備な点が多く，使用できなかった.

また，このなかにも，水平動あるいは上下動のどちらか

一方が験測不能のものがあったり，震源が明確になって

いなかったりで，標本数は各図ごとに，さらに少なくな

り，満足すべきものではなかった.

~ 2" 分布

青森の地震観測から得た震央の押し・引き分布を第4

図に示すで.一見して，顕著な特徴に気づく.すなわち，

浦河付近から三陸沖へかけての圧倒的な引きの分布と，

その東側の押しの分布である.

また，宮城県と岩手県の中央部を通って，八戸から渡

島半島東方沖にのびている深さ 80km以下の層T押しの

線状分布があるのも目につく.さらに，これらを適当な

緯度(経度)間隔をとって，立体的な分布を検討してみ

ると第5図のようになる.
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鉛直分布 (1947-1962)
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第5図と ，青森における押し(・)，引き (0)の

鉛直分布 (1947-1962)

二!官二jiJfE 1? lfZ 1152 

s i-fw-
D(ゴ弘 、 Li二ーし三之

100......ーー一一.2三百
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鉛直分布 (1947ー 1962)
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第5図G 青森における押し(・)，引き (0)の

鉛直分布(1947-1962)
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鉛置分布 (1947-1962)
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鉛直分布 (1947ー 1962)

~ 3" 地震活動の単位
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この問題について宇津氏は初動の大きさの読取りが，

片成分だけ 1μ 違ったり，震央位置が 0.10
ずれたりす

ると，かたよりの角は最大 10。に近い誤差を生ずること

がある.初動の大きさは地震計の摩擦，検定後の常数の

変動，その他のための誤差があり……と述べており，結

論はどうしても定性的，傾向的なものにならざるを得な

い不満がある.

また，この調査では，当然深さ別に分布を求めなくて

はならないわけだが，資料不足のせいもあり，別に行な

った立体的な分布には指摘し得るような明瞭な特徴は見

つけ出せなかった.したがって，第6図には，地表から

深さ 100kmの聞の地震が含まれており，この点からも

本調査の解析を不明確なものにしているのは非常に残念

である.

沖

初動方向のかたより

上下動と水平動の 3成分を合成して，震央に平行移動

させたのが第6図である.資料の絶対数が不足であり，

かっ，本調査の性質上， あまり厳密な解析は不可能で

ある.'

陸7 

~4. 

ーヤ

140~ 

4-4~十

まとめ

初動方向からみた地震活動の単位は，第4表にまとめ

られたように，細分すると 8個の単位が考えられる.一

見して初動の押し・引き分布は浦河沖から東北地方の太，

平洋沿岸に沿って南下する引きの地域とその両側に分布

する押しの地域，と非常に明確に色わけされており，地

震活動域は3地域に大別される.

(1) 中央の引きの部分は，記象型などからみると，ほ

とんど同ーの活動単位に考えてよいほどで，特記すべき

差異は認められない.その群発する地域が 3個の群にわ

かれたかたちとなっているため，その個々に地域番号を

~ 5. 
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つけただけであるが，やはり活動域として考えるときは

わけた方がよいのではないだろうか.

(2) 押しの地域には，その平面的な分布に加えて，深

さ80kmで境される立体的な区分も考慮されなければな

らない.特に地域番号6の深発地震の群は，資料不足の

ため断定できないが，宮城県北部から岩手県を縦断し，

青森県の太平洋岸を通って，渡島半島東方沖に達してい

るものでおる.この南端と北端は，資料がないため決め

かねるが，北端の方は，渡島半島東方沖からさらに東北

東に指向l."地域番号2で示めされた日高山系の南端に

むすびつけてもよいのではなかろうか.

また，飛躍しすぎるようだが，これをさらに東北東に

のばし，地域番号 1の押しの分布にのぼしてもよいので

はないかと考えることもできる.この地域番号 lの地震

活動単位はこの初動の押し引き分布では深さによる相違

はででこないが，記象型の分類からは明瞭な差異があ

り，やはり深さ 80kmくらいを境にして，より深いもの

は千島方面にのびて，特異な記象型のH型となって区別

されるのである.また， 80kmより浅い地震は，前の記

象型分類の項で述べたように一連の変化を示すC型およ

びD型である.

(3) 同じ押しの初動をもっ地域番号7については，そ

の深さが浅いことなどから B・C型と似ていると思わ

れるが，初動方向が反対であり， D. H型とは初動方向

が同じだがその形状はあまり似ていないので，これらの

むすびつきについてはこの調査段階ではわからなかった

(4) 初動方向のかたよりについては，前にも述べたよ

うに，本調査の性質上，傾向を述べるだけになり，しか

もこの場合は 1地点の観測資料のみを対象としているた

め，特に早急な結論は許されないが，第5図を見て指摘

されることは北海道および、東北地方の太平洋沿岸に沿っ

て分布する初動方向の左寄りの地域と，その両側に分布

する初動方向の右寄りの地域の明らかな区分であろう.

これはさきの初動方向の押し引き分布図にもこのような

傾向が見られた.この両者の間にある海図のような分布

は暗示的なものを感じさせる.

また，この初動方向のかたよりから推定した第7図の 1

速度分布は，地殻構造をある程度説明している. しか

し，ここでもこの調査の性質J:，対象とする範囲が 300

km くらいで，少々広すぎるための不確かな点が問題と

な.ってくる.浦河沖での地殻の厚い部分と考えられると

ころは，重力の負の異常地域として知られており，同時

にこのようなところは地震多発地帯と密接な関係がある

と古くから指摘されているところである.このような傾

+ 

第 7図 P波の速度分布

H:速度の早い地域(地殻の薄い部分)

L:速度の遅い地域(地殻の厚い部分)

+ 

+ 

向は三陸沖などの地震多発地域においてもいえるのでは

ないだろうか.

N 走時曲線からみた地下構造

~ 1. まえがき

この調査は P波の発現時刻を走時曲線と対応させ，

地下構造の地方性を明らかにするもので，青森では，、半

経 500km以内で，P波の立ち上りがはっきりした 1953

年から1962年の聞の 197個の地震を対象に、して調査した。

走時曲線は和達・益田の表を用い，調査方法は誤.IJ候時

報に掲載された地震課の調査要領にしたがった.第8図

から第15図の走時曲線図は縦軸には当台の P波発現時

と地震月報による震源の発震時との差をとり，横軸には

震央距離をとっており，地表から深さ 10kmごとの標示

の8段階に区分して作成したものである.図中の曲線は

和達・益田の標準走時曲線である.

P波はその発現が明瞭でないものも多く，また一見明

瞭と思われるものでも地震波の特性や地震計の機能，特

に当台では刻時関係の等速装置が不備であること，また

読取りの個人差などで問題点が多く，この種の厳密な調

査を扱ううえに大きなあい路となっている. したがっ

て，本調査には iPのみを用い，その他の地震は不明確

- 54-



青森の地震記象からみた地震活動域と地下構造一一大沢

なものとして割愛した.また，地域区分については第3

図の記象型による分類をそのまま・使用した.その地域名

と地域符号を第5表に示した.

第 5表地 域 符 号

符号|地域| 域 名也
，
守
E

，• A 下北沖，青森県東方沖

O B 青森県東方沖，浦河沖。 C 襟裳沖， ~II路沖

ム D 根室沖，甜11路沖

× E 岩手・秋田県北部，岩手県沖

口 F 三陸沖，金華山沖

③ G 三陸沖，金華山沖

~ 2. 標準走時曲線との対応

〉ZC0<11.&20"，明
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第 15図

( 1 )、 Oく h豆20km(第8図)

この層ではおおむね標準走時にのっているといえるよ

うであるが， そのうちでも震央距離 300km前後のF地

域のものが多少早目にでてν、る.また， .E地域のものも

若干早いようだが，資料が少ないので断言しがたい.

I (2) 20く h豆30km(第9図)

ここは資料が少なくてはっきりしたことはわからない

が，第8図ででていた 180km付近のE地域は， ここで

も早目になっているようだ.

_( 3) 一 30く h~30km 第10図)

B地域は標準走時によくのっているが， 200-250km 

の地域でやや遅目になってくる.この付近で記象型はB

からCに変わるのであるが，それをすぎてC地域に入っ

てくると，また標準走時にのっている

E地域についてはこの深さでもまだ 180km付近のも

のは早目にでる傾向を持っている.

F地域のものは資料が少ないが，だいたい標準走時に

のっているようである.

(4) 40く h三50km(第11図)

資料が少ないが E地域のものがこの深さで走時曲線

にのってきているように思われる.

(5) 50く h豆60km(第12図)

この深さの走時では全般に遅れ気味の傾向がでてい

る. B地域に勺いてもパラツキが大きいが，やや遅目で

ある. 300km近傍のF地域のものも， またC地域のも

のも，‘だいたい標準走時にのっているが，傾向的には遅

目である‘といえる. E地域は資料不足である.

(6) ，60く lr孟70kIl1 (第13図)

この層では資料がほとんどない.

(7) 70< h孟80km{第14図)

このー層でも第12図と同様のことがいえる.全般に標準

走時にのっているようだが，傾向としては遅目である.

ー .(8:)80くh豆100km(第15図)

震央距離300km付近ではほとんど標準走時曲線止の

っているが，それ以上ではやや早目にでてくる. しか

G，これも資料不足から断言できるようなものではな

U、.

~ 3. ま。とめ

各地域ごとにその地下構造をまとめてみると次のよう

になる

(1) B地域で示される青森県東方沖や浦河沖では40

kmより浅い部分は標準の走時曲線によく合っているがi

60kmから 80kmにか・けでは標準よりもやや速度の遅い

ところが存在するようである.これは第 7図の襟裳岬付

近から尻屋崎沖にでている地殻の厚い部分に相当するも

のと考えられるがはっきりしない.

(2) C地域となっている十勝沖から根室沖にかけて

の北海道南東沖は，あまり資料は豊富ではないが， 60 

kmから 80kmにかけて遅目の傾向があるようだ. この

ことは，北海道内部の状態がよくわからないこともあっ

て問題は多いが，沿岸に近い地域はその沖合の部分とく

'らべて地殻が厚くなっており， C地域はこの部分に位置

しているわけである.

(3) 宮古沖に集中する、 E型の一群は 20kmから 40

kmにかけて標準より速度の早いと・ころがあり，その他

の深さでは標準走時によく十・致する.宮古沖には第7図

にみられるように，地殻の薄いと思われる部分がある.

この付近の地震はその記象にも特徴があることは，前に

も指摘したが，このような地下構造の複雑さが発震機構

にも微妙に作用しているものと考えられる

(4 )F地域については金華山沖から三陸はるか沖合

にかけての震央距離300km付近のものが深さ 20kffiか

ら40kmにかけて，標準より速度の早いところがあるこ

と示していることがわかる.

(5) その他， A地域については資料不足で，検討が

困難であった.'D， G両地域についても震央距離が遠u、

ためかtこの調査の対象によるような明瞭な P波がな<，

資料が揃わなかった.
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